
 

 

 

〈導入〉主題と自分を結び付け、課題意識をもてる 
ようにする。 

 ・道徳的価値に関する考えや経験を問う。  
 
〈展開〉教材に対する児童の考えを引き出し、多様な考えをもつ他者との議 

論により、本時のねらいにせまる。                                

（１）教材提示の工夫  
・教材の内容の理解や登場人物の気持ちの変化を考えやすくするために、教材を分割し
て読んだり、挿絵を提示したりする。 

（２）発問の工夫  
・基本発問や中心発問①では、道徳的価値を理解するために、教材に関する発問をする。
中心発問②では、「自分だったら？」など、自分事として考えるようにする発問をする。 

（３）道徳的価値について考えるための工夫  
・登場人物の気持ちや自分の考えをより具体的に表現で
きるように、「表情マーク」や「心の色カード」などの
思考ツールを使ってノートに考えを書く。 

・「意思表示カード」などを用いて自分の立場を明らかに
する場を設定する。 

・登場人物の行動や気持ちを考えやすくするために、児
童の意見を図式化・可視化した構造的な板書をする。 

（４）議論するための工夫  
 ・話し合いの形態を工夫する。（ペア、グループなど）  
・児童の発言やつぶやきに傾聴する。 
・問い返しなどの補助発問(映像資料前半参照）によって、 
道徳的価値を多面的・多角的に捉え直し、考えを深める 
場を作る。（映像資料後半参照） 
   

〈終末〉多面的・多角的な思考や議論を通して、一人一人が「最適解」を導き
出す。 

 ・「今日の学び」として、本時で学んだことや考えたことをもとに、自分はこれからどう
していくか、本時における自分の「最適解」を導き出す。 

 

 

・道徳科の授業後、那古小独自の「セルフ 
チェックシート」に、取り組んだ手立て 
とその成果を記録し、効果のあった手立 
てをまとめる。 

令和４年度 特色ある道徳教育推進校 

館山市立那古小学校 

研究主題   最適解を導き出し、実践する子の育成をめざして 

― 「考え、議論する」道徳科の授業を通して ― 

取組１ 考え、議論するための授業づくり 

 
取組２ 「セルフチェックシート」の活用 



 

 

 ・児童の思考や道徳的実践の補助となるように各教室に道徳コーナーを設置し、道徳的
価値の意識化を図る。 

・廊下や階段に道徳コーナーを設置し、学校全体が道徳的諸価値を意識できる環境とな
るようにする。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践事例     小学校 第１学年 道徳科学習指導案 

１．主題名「勇気を出して」  Ａ善悪の判断、自律、自由と責任（県の視点「かけがえのない自分」） 
   教材名「ダメ！」  
２．指導観 
  ①教材を分割して読む。教材を一度に全部読むのではなく、まず、前半部分を読み、登場人物の葛藤を
十分理解した上で、教材の後半部分を読む。そうすることで、勇気を出して行動した登場人物と一緒に、
充足感を味わわせたい。②大型モニターで挿絵を提示し、教材を読み聞かせる。教材を教師が読むときは、
大型モニターで挿絵を提示し、物語の内容理解の助けとする。同時に挿絵の表情に注目するようにして、
その心情も感じとらせたい。③ペアで意見交換をする場を設ける。ペアで話し合うことで、全員が自分の
考えを友達に伝えたり、友達の意見を聞いたりすることができる。登場人物の複雑な気持ちについて、全
員が話し合いに参加し、自分と異なる考えにふれることができる。 

３．ねらい 
  くまくんに対するりすくんの気持ちや行動について考えることを通して、勇気をもって行動することの
よさに気付き、自ら正しいと信じることをしようとする意欲を育てる。 

成果と課題 
〇児童の実態に合わせて問い返しなどの補助発問の内容を十分に吟味し、授業に臨
むようにしたので、児童が自分事として、自分の考えを明確にもって話し合うこ
とが多くなった。 

○道徳科授業の充実のみならず、全教育活動の充実へとつながった。例えば、児童
会活動では、各クラスから提示された課題を、児童会役員が中心となって各クラ
ス代表等と話し合い、道徳的諸価値を意識した解決方法を考え、主体的に実践す
る姿が見られた。 

●道徳科の授業づくりにおいては、教材に含まれる複数の道徳的価値のうち、何に
ついてどのように児童に考えさせるのかといった教師の明確な意図が不可欠であ
る。日頃の児童との関わりの中で、道徳的価値に根差した問題について、どのよ
うなことが身に付きつつあり、どのようなことが課題として残されているのかを
把握して、「考え、議論する授業」を構想する必要があり、引き続き研究していき
たい。 

 
 

 
取組３ 環境整備 



４．展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○協議会より 

 ・児童が自分の考えをノートにたくさん書いていた。教師が児童の考えをノートから把握し、指名

計画を立てることで、ねらいに導いていくことができる。 

・授業の中で、指導者が児童の思考を深めるための切り返し、問い返しの内容や言い方を事前に十

分に検討して準備しておく必要がある。 

 

 



発問②では、共通する友達を思いやる気持ち
が発表されていたが、気持ちを文字にしても
っとたくさん板書しておくことで、学習のま
とめの際にも活用できたと考えられる。 

「今日の学び」では、本当の友達とは友達を
最後まで信じ抜くこと、友達のことを真剣に
考え、大切に思うことなど、一人一人が自分
にとっての最適解を導き出すことができた。 

小学校 第５学年 道徳科学習指導案 

１．主題名 「真の友情」    Ｂ 友情、信頼 （県の視点「支え合う喜び」） 
  教材名 「ロレンゾの友達」  
２．指導観 

①話し合い活動の工夫をする。3人の友達のロレンゾに対する考え方の共通点や相違点を考えたり、自
分の考えは誰の考えに近いかと自分の立ち位置を考えたりすることで、さまざまな道徳的価値について考
える場を設定する。②立場を明確にする。話し合い活動では、ネームプレートを用いて自分の立場を明ら
かにすることで、自分の考えを明確にし、同じだったり、異なったりする考えをもっている友達と話し合
うことで、より多様な考えに気付けるようにする。 

３．ねらい 
  ロレンゾに対する 3人の友達の考え方について話し合うことを通して、「本当の友達」への考えを深
め、友達と互いに信頼し友情を育もうとする心情を育てる。 

４．展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

教材の内容確認をする際に、３人の友達の名
前と人物絵を貼り、そこにキーワードとなる
言葉や考えを貼った。内容の確認が短時間で
でき、その後の自分だったらどの立場をとる
か考える際の参考にもなった。 

発問①では、ネームプレートを貼り、立場を
明確にしたことで、全員が自分の意見をも
ち、自分事として考えることができた。 

映像資料参照 


